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育
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会

2
0
2
4
年
度 

奨
学
生
募
集

2
0
1
6
年
設
立
｜
学
術
も
し
く
は
芸
術
に
つ
い
て
優
れ
た
考
え
方
と
熱
意
を
も
つ
学
生
に
対
す
る
奨
学
金
の
給
付
お
よ
び
表
彰・助
成
を
行
い
、も
っ
て
社
会
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。｜
所
在
│
東
京
都
中
央
区
明
石
町
8
│
1 

聖
路
加
タ
ワ
ー
40
階
｜
お
問
い
合
わ
せ
│jim

ukyoku@
sasakitaijuikueikai.or.jp

﹇
事
務
局
﹈

公

益

財

団

法

人

◉ 
募
集
期
間
｜2
0
2
4
年
2
月
27
日﹇
火
﹈│
3
月
4
日﹇
月
﹈ ◉ 

募
集
人
数
｜
計
15
名﹇
目
安
﹈

建
築   

意
匠
｜ 

構
造
｜ 

設
備 

◉ 

給
付
額

│
大
学
生 

年
額
 60
万
円
│
大
学
院
生 

年
額
2
4
0
万
円 

◉ 

日
本
国
内
の
大
学・大
学
院
で
建
築
を
専
攻
す
る
学
生
を
前
提
と
し
た
奨
学
金
で
、特
に
将
来
、一
級
建
築
士
と
し
て
独
立
し
て
設
計
事
務
所（
意
匠・構
造・設
備
）の
開
業
を
志
す
人
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

◉ 

選
考
委
員 

● 

大
野
博
史 

● 

高
藤
万
葉 

● 

富
永 

讓 

● 

長
島
明
夫 

● 

本
橋
良
介
　
　

◉ 

募
集
期
間
｜2
0
2
4
年
2
月
27
日﹇
火
﹈│
3
月
4
日﹇
月
﹈ ◉ 

募
集
人
数｜
計
10
名﹇
目
安
﹈

デ
ザ
イ

 

ン・工
芸
美
術    

グ
ラ
フィ
ッ
ク｜ プ
ロ
ダ
ク
ト｜彫
刻
｜陶
芸｜漆
工
｜テ
キ
ス
タ
イ
ル 

等 

◉ 

給
付
額

│
大 

 

学
生 

年
額
 60
万
円
│
大
学
院
生
年
額
2
4
0
万
円 

◉ 

日
本
国
内
の
大
学
・
大
学
院
で
デ
ザ
イ
ン（
グ
ラ
フィ
ッ
ク
、プ
ロ
ダ
ク
ト
等
）ま
た
は
工
芸
美
術（
彫
刻
、陶
芸
、漆
工
、テ
キ
ス
タ
イ
ル
等
）を
専
攻
す
る
学
生
を
前
提
と
し
た
奨
学
金
で
、特
に
将
来
、専
攻 

 

分
野
で
独
立
し
て
デ
ザ
イ
ナ
ー
ま
た
は
ア
ー
ティ
ス
ト
と
な
る
こ
と
を
志
す
人
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
◉ 

選
考
委
員 

● 

浅
葉
克
己 

● 

色
部
義
昭 

● 

榎
本
了
壱 

● 

菊
地
敦
己 

● 

佐
々
木
泰
樹
　
　
　  

◉  

募
集
期
間
｜
2
0
2
4
年
2
月
27
日﹇
火
﹈│
3
月
4
日﹇
月
﹈ 

◉ 

募
集
人
数｜
計
5
名﹇
目
安
﹈

医
学   

 

◉ 

給
付
額

│
医
学
部
 1
│

4
学
年 

年
額
60
万
円
│
医
学
部
5
│

6
学
年 

年
額
2
4
0
万
円 

◉ 

日
本

国
内
の
大
学
で
医
学
の
正
規
課
程
に
在
籍
す
る
学
生
を
前
提
と
し
た
奨
学
金
で
、特
に
将
来
、医
療
機
関
に
て
医
師
に
な
る
こ
と
を
志
す
人
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
◉ 

選
考
委
員 

● 

小
林
洋
一  

ほ
か
　
　
　

◉ 

募
集
期
間
｜2
0
2
4
年

 3
月

 6
日﹇
水
﹈│

 3
月

 11 

日﹇
月
﹈ ◉ 

募
集
人
数｜
各
10
名
／
計
30
名﹇
目
安
﹈

口
語
詩
句    

◉ 

給
付
額

│
中
学
生 

年
額
6
万
円
│
高
校
生 

年
額
 12
万
円 

│
大
学
生・大
学
院
生 

年
額
  60
万
円 

◉ 

日
本
国
内
の
中
学
校
・
高
等
学
校・
大
学（
大
学
院
を
含
む
）の
正
規
課
程
に
在
籍
す
る
生
徒・学
生
を
対
象
と
し
、口
語
に
よ
る
創
作
提
唱
の一
環
と
し
て
設
立
さ
れ
た
奨
学
金
で
す
。
◉ 

後
援 

● 

現
代
俳
句
協
会 

● 

思

潮
社 

現
代
詩
手
帖
編
集
部  

◉ 

選
考
委
員 

● 

木
下
龍
也 

● 

小
島
な
お 

● 

杉
本
真
維
子 

● 

高
橋
修
宏 

● 

立
花 

開 

● 

西
躰
か
ず
よ
し 

● 

林 

桂 

● 

龍 
秀
美
　 ★ 

た
だ
し
、応
募
に
は
本
会
が
運
営
す
る
口
語
詩
句
投
稿
サ
イ
ト72h

（https://w
w

w
.kougoshiku-toukou.com

/

）で
、あ
ら
か
じ
め
10
作
以
上
の
佳
作
選
考
が
必
要
で
す

所
属
す
る
学
校
で
の
学
業
成
績
や
生
計
維
持
者
の
収
入
額
は
不
問
と
し
、専
攻
ご
と
に
書
類（
作
品
）選
考
お
よ
び
面
接
選
考
を
経
て
、奨
学
生
を
採
用
し
ま
す（
口
語
詩
句
は
作
品
選
考
の
み
）。

各
募
集
に
つ
い
て
、詳
し
く
は
本
会
ホ
ー
ム
ペー
ジ
で
奨
学
金
応
募
要
領
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

│https://sasakitaijuikueikai.or.jp/

返
済
不
要
の
給
付
型
奨
学
金
。



給付額

大学生 年額60万円
大学院生 年額240万円
日本国内の大学・大学院で建築を専攻する学
生を前提とした奨学金で、特に将来、一級建築
士として独立して設計事務所（意匠・構造・設備）の
開業を志す人を対象としています。

● 募集期間：2024年2月27日［火］─3月4日［月］
● 募集人数：計15名［目安］

選考委員

● 大野博史｜構造家、オーノJAPAN 代表

● 高藤万葉｜建築家、TOASt 共同代表

● 富永 讓｜建築家、富永讓・フォルムシステム設計研究所 
代表、法政大学 名誉教授

● 長島明夫｜編集者、出版長島 代表

● 本橋良介｜建築家、MMAAA 共同代表

 建築

給付額

大学生 年額60万円
大学院生 年額240万円
日本国内の大学・大学院でデザイン（グラフィック、
プロダクト等）または工芸美術（彫刻、陶芸、漆工、テキ
スタイル等）を専攻する学生を前提とした奨学金
で、特に将来、専攻分野で独立してデザイナー
またはアーティストとなることを志す人を対象
としています。

● 募集期間：2024年2月27日［火］─3月4日［月］
● 募集人数：計10名［目安］

選考委員

● 浅葉克己｜アートディレクター、浅葉克己デザイン室 代表

● 色部義昭｜グラフィックデザイナー／アートディレクター、 
日本デザインセンター 色部デザイン研究所 代表

● 榎本了壱｜クリエイティブディレクター、 
アタマトテ・インターナショナル 代表

● 菊地敦己｜グラフィックデザイナー／アートディレクター、 
菊地敦己事務所 代表

● 佐々木泰樹｜トゥループロパティマネジメント 代表

 

 デザイン・
 工芸美術

給付額

医学部1─4学年 年額60万円
医学部5─6学年 年額240万円
日本国内の大学で医学の正規課程に在籍す
る学生を前提とした奨学金で、特に将来、医療
機関にて医師になることを志す人を対象として
います。

● 募集期間：2024年2月27日［火］─3月4日［月］
● 募集人数：計5名［目安］

選考委員

● 小林洋一｜医学博士、昭和大学医学部 特任教授、 
昭和大学病院 副院長

 ほか

 医学

給付額

中学生 年額6万円
高校生 年額12万円
大学生・大学院生 年額60万円
日本国内の中学校・高等学校・大学（大学院を含
む）の正規課程に在籍する生徒・学生を対象と
し、口語による創作提唱の一環として設立され
た奨学金です。応募条件として、本会が運営す
る口語詩句投稿サイト72hで、あらかじめ10作
品以上が佳作選考されていることが必要にな
ります。

● 募集期間：2024年3月6日［水］─3月11日［月］
● 募集人数：各10名／計30名［目安］

選考委員

● 木下龍也｜歌人
● 小島なお｜歌人、コスモス短歌会 所属

● 杉本真維子｜詩人
● 高橋修宏｜俳人、日本現代詩歌文学館振興会 評議員、 
富山県詩人協会 会長

● 立花 開｜歌人、短歌結社まひる野 所属

● 西躰かずよし｜俳人、鬣TATEGAMI 同人

● 林 桂｜俳人、鬣TATEGAMI 代表同人

● 龍 秀美｜詩人

後援

● 現代俳句協会
● 思潮社 現代詩手帖編集部

 口語詩句

2024年度 奨学生募集

 口語詩句投稿サイト72h

 https://www.kougoshiku-toukou.com/
 利用登録をすること
で、どなたでもご自

身の作品の投稿が

可能です。複数の選

者が毎月佳作を選

考しており、投稿者にはその選評をまとめた冊子

を月ごとに送付しています。作品の閲覧のみの場

合は登録の必要はありません。

 佐々木泰樹育英会の表彰事業
  ［口語詩句賞］
● 新人賞（1名以内）   100万円
● 優秀賞（若干名）   各50万円
● 奨励賞（若干名）   各10万円
 口語詩句賞は2019年度に口語詩句奨学金と合
わせて設立された公募の文学賞です。新人賞・優

秀賞・奨励賞の三賞のうち、新人賞は創作歴10
年未満（10年以上のブランクがある場合は再開後10年未

満）の応募者に限定され、過去の新人賞受賞者は

選考対象外となります。優秀賞は奨励賞候補作

のなかで特に優れた作品の作者に授与されます。

 応募には所定の投稿期間中、口語詩句投稿サイ
ト72hで36作品以上の投稿と10作品以上の佳
作選考が必要になり、11月の募集期間中に応募
された10作品（佳作から自選）をもって選考が行われ
ます。口語詩句奨学生と口語詩句賞の両方に応

募することはできますが、応募作品の重複は認め

られません。各年度の受賞作品および選評は口

語詩句投稿サイト72hに掲載しています。
● 後援：現代俳句協会・思潮社 現代詩手帖編集部

 公益財団法人 佐々木泰樹育英会 
 2016年設立─学術もしくは芸術について

優れた考え方と熱意をもつ学生に対する奨学金

の給付および表彰・助成を行い、もって社会の発

展に寄与することを目的とする。

 支援実績｜延べ252名（2023年4月1日現在）

● 2016年度   9名
● 2017年度   15名
● 2018年度   25名
● 2019年度   42名
● 2020年度   42名
● 2021年度   42名
● 2022年度   45名
● 2023年度   32名

東京都中央区明石町8-1 聖路加タワー40階
お問い合わせ［事務局］
jimukyoku@sasakitaijuikueikai.or.jp
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各
募
集
に
つ
い
て
、詳
し
く
は
本
会
ホ
ー
ム
ペー
ジ
で
奨
学
金
応
募
要
領
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

│https://sasakitaijuikueikai.or.jp/


